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小学校社会科学習 と博物館の間
葛飾区における事例を基に
谷 口 榮*
は じめに
大学の博物館学や社会教育学の授業で,学
校教育 と博物館 とか社会教育 と学校教育など
との関係を耳 にした り,テキス トで目に留め
た ことがあったが,そ れほど違和感のある問
題 とは思われなかった。なぜならば,戦 後の
教育制度の整備 ・拡充のあゆみのなかで,大
きくは生涯教育 という枠組みで うまく連携が
はかれているもの と思っていた し,よ く小学
校が博物館へ見学 に行 くことか らも,学生時
代は別段問題祝す ることはなかったので あ
る。
しかし,実 際の博物館業務 に携わって見 る
と,時々上記の問題が意外 とうまく連携がは
かれていない ことを実感することがある。せ
っか くの博物館 という場 も博物館が保管 して
いる郷土学習の教材 となる博物館資料 も,学
校教育側か ら積極的に活用しているとはいい
難い状況であり,自分の研究分野である考古
学を見ても,考 古資料が学校教育の学習教材
として有効 に活用されていない状況である。
これ には学校教育側の取 りくみ方だ けでな
く,博物館側の対応 も問題 とすべき点があろ
う。
平成4年6月,葛 飾区立中青戸小学校6年
生の社会科の研究授業で,考 古資料を使 った
授業をする機会に恵まれ,改 めて学校教育 と
博物館 という問題について考 えさせ られた。
そ こで今回は,そ の研究授業の事例の概要を
簡単に紹介するとともに,小 学校の社会科学
習指導 による博物館の利用,博 物館資料の学
校教育での活用などについて葛飾区での例 を
基にその現状 と問題点を考えてみたい。
1事 例報告
一 考古学資料を使った社会科授業
場所 東京都葛飾区立中青戸小学校
(学校長 鈴木洋一郎氏)
日時 平成4年6月10日㈱
クラス6年2組 担任河合宏和先生
男21名女15名
1)経 緯
この授業は,東 京都小学校社会科部会の研
究授業 の一環 として行われたもので,葛 飾区
立中青戸小学校河合宏和先生が担当された も
のである。平成3年 度 に河合宏和先生から遺
跡などの考古資料を活用した社会科の授業を
計画したい旨の問い合わせが博物館にあ り,
以後協議を重ねることになった。対象 とする
6年生の社会科のテーマは 「わが国の歴史や
伝統に関心 を持ち,意 欲的に学ぶ ことので き
る児童を育成」 とあり,郷土 と密着 した歴史
授業を目指す目標から,当初 は発掘 を通して
体験学習を計画した。しか し,社会科指導計
画の時期的な問題や,発 掘作業に従事する時
*葛 飾区郷土と天文の博物館学芸員
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間が限られて十分な体験ができないな ど,今
回の実施にはもう少 し事前の準備等が必要 と
の判断から,河合先生の発案で遺物 を使った
歴史の授業を行 うことに変更 した。
2)授 業のねらい
以下,河 合先生が作成 した指導案 を基に要
点をまとめることにする。
小単元名 「頼朝はどのようにして鎌倉に幕
府 を開いたか」 と設定されてお り,小単元の
目標 として
(1)頼朝の開いた鎌倉幕府の政治の仕組みと
武士の暮 らしに関心を持たせる。
(2)鎌倉幕府 と武士の結び付 きと当時の武士
の願いについて考 えさせる。
(3)青戸 と地域にある鎌倉時代の遺跡か ら,
出土品を調べて,鎌 倉時代の武士たちの暮
らしについて自分な りにまとめさせ る。
(4)貴族にかわって,武 士が勢力をもつに至
った頃の様子について理解 させる。
とされ,主 に(3)が考古資料を使 った歴史授業
の対象 となっている。
授業研究の重点 としては,
(A)地域教材の開発
(B)体験的な学習の導入
(C)児童の多様な思考や表現方法の認知
があげられている。具体的には,ω 地域教材
の開発は,① 地元の葛西地域に実在 した御家
人葛西三郎清重を登場 させ,生 徒 に鎌倉時代
を身近にイメージさせるとともに,幕 府 と御
家人 との主従関係を説明する。②郷土 と天文
の博物館に保管されている区内出土の遺物 を
借用 して,教 室で教材 として活用をはかる。
③は博物館学芸員の協力 を得て,実 際に教室
で専門的立場か ら歴史の話を行い,生 徒の思
考の援助を行 う。(B)は(A)②の資料 を用いて,
実際 に生徒が遺物を手にして,ス ケッチや計
測をすることによって,郷 土の歴史に対する
認識 を深めさせるような指導計画が立てられ
た。(C)は絵巻物や完形品などの資料を用意し
ておき,生徒 自身が手 にした遺物が どのよう
な遺物の破片なのか,ま た,そ の遺物か ら当
時の生活ぶ りがどうであったかを考えて,そ
れを表現 ・発表 し合 う。
学芸員側 としては,区 内から出土 した中世
の陶磁器などの遺物を調べることにより,当
時の日常生活,産 地 と消費地 とのつなが りな
どが明 らかになることと,そ のような郷土の
歴史を知ることので きる資料が地中に埋まっ
ていることを知ってもらいたいと考えた。 ま
た,直 に出土遺物 を手 にすることにより,郷
土の歴史が身近な ものと感 じてもらえるので
はないか という期待をもって望んだ。
説明用の資料は,中 世の国産陶器,舶 載磁
器,か わらけ,内耳土鍋,漆 椀,下駄などで,
生徒に配 ったのは木製品以外の破片である。
3)授 業の展開
事前に河合先生 によって,鎌 倉幕府の成立
まで授業 を進めていただき,源頼朝 と御家人
葛西三郎清重の話の後に遺物(考 古資料)を
使 った授業 に入 り,下 の表のように進めた。
授業の指導
葛西城跡の遺物を配る
学習カー ドに,自 分で
選んだ ものがどの様に
使われたのか,復 原図
や武士の生活ぶ りを書
き込 ませる
↓
留意点
遺物の時代 ・産
地 ・調べ方ついて
学芸員か ら説明 を
受け,自 分が調べ
たいと思 う遺物 を
選ばせる
資料 を基 に遺物
(破片)からその全
形を復原させ,描
か せ る こ とに よ
り,武士の暮 らし
や他地域 との交流
の深 さに気付かせ
る
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学習カー ドを基に,自
分たちが調べた遺物の
使われ方や武士の生活
を発表 し合う
遺物か ら見た武士の生
活 について,学 芸員が
まとめを述べる
自分たちが調べた
遺物の説明だけに
終わ らず,武 士の
生活やカー ドを作
成 した感想なども
発表させる
当時の武士の生活
な ど遺物だけでは
わか らない内容 に
ついて補足する
その後,河 合先生 によって通常の授業が継
続 された。
4)授 業 を終わって
生徒の感想 をい くつか紹介 してみたい。
○いろんな地域か ら葛飾に土器が集 まってい
ることがわかった。ひとつの土器のかけらか
らいろいろな想像ができることが勉強になっ
た。
○前略 くらいのたかいひと(武士)は 中国
のや きものをほしがったけどあんなものがほ
しいかなあと思った。
○いろいろなや き物が葛飾区にきて葛飾区は
いがい とゆうめいな ところだ と思った。
○ こうい う勉強(歴 史)は あまりすきではな
いけれど,と てもお もしろかったので またや
りたい と思います。
○前略 私 は歴史がきらいだけど,だ んだん
お もしろ くなってきました。 こんどははっ く
つ したいです。
○かけらひ とつでこれがなにかわかるのがふ
しぎだった。やきものでどうゆうくらしか と
わかるのがす ごかった。
などが寄せ られている。今までの授業 と変わ
った授業のため,興 味を持つ生徒が多かった
というのも実態であろうが,紹 介 しなかった
ものについても,今 まであまり好 きで はない
歴史に興味を示 して くれた生徒が多かった点
は評価されよう。 また,遺 物から当時の暮 ら
しぶ りや交流の様子がわかることに驚 きをも
っている生徒が多かった。
ただ,問 題点 として認識 されたのは,武士
の生活について,社 会科指導側か らは質素な
暮 しぶ りを強調 したい意向があるらしいが,
発掘された様々な遺物からは質素さを強調す
るような生活 は描 けない と思われた点であ
る。従来のイメージと考古資料から知 られる
最近の調査成果のギャップを感 じた。
2小 学校社会科教科から見た博物館の位置
付け
1)文 部省の指導
小学校教育は,改 めて述べるまでもないが
学校教育法施行規則第2章 小学校第2節 教材
第25条に定められているように小学校の教育
課程の基準 として文部大臣が別に公示する小
学校学習指導要領 にそったカリキュラムが編
成されている。では,そ の文部省が告示 して
いる『小学校学習指導要領』(1989)のなかで,
地域についての学習や地域教材についてどの
ような指導が図られているかを見てみたい。
まず,社会科教科 目標は,「社会生活 について
の理解 を図 り,わが国の国土 と歴史に対する
理解を図 り,わが国の国土 と歴史 に対する理
解 と愛情 を育て,国 際社会に生 きる民主的,
平和的な国家 ・社会の形成者 として必要な公
民的資質の基礎 を養 う」 とうたっている。各
学年の目標及び内容から該当する項目を抜粋
してみると,第3学 年の目標に 「地域におけ
る社会的事象を具体的に観察 し,地図その他
の具体的資料 を効果的に活用するとともに,
地域社会の社会的事象の特色を考える」とあ
る。 この目標 は,第4学 年では 「地域社会の
社会的事象の特色 と相互の関連」,第5学年で
は 「(地域社会の)社 会的事象の意味」,地域
社会の社会的事象が第6学 年では「(地域社会
の)社 会的事象の意味をよ り広い視野から考
える」 と上位の学年 にいくに従 い理解度を増
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す ようになっているが,「地域社会の社会的事
象」が第6学 年まで一貫 して掲げられ,社会科
の主要なテーマとなっている。内容について
は,第3・4学 年 では,地 域の移 り変わ りや
文化財,先 人の業績 を調べ,第5学 年では,
地域の農業や伝統的技術 を生かした産業を取
り上げ,第6学 年に身近 な地域 に残る遺跡や
文化財などを教材 として歴史 を学ぶように指
導 し,各 時代 ごとに学ぶべき内容が列挙され
ている。文部省が別編集 した 『小学校指導書
社会編』 によってさらに内容の解説がなされ
ている。
このように見てみると,小学校の社会科 は,
地域 との比較か ら日本全体の社会的事象を学
ばせ ようとしている ことが読み取れる。 また
これは,指 導計画の作成 と各学年にわたる内
容の取扱いの項 目のなかで,「博物館や郷土資
料館等の活用 を図る とともに,身 近な地域及
び国土の遺跡や文化財などの観察や調査を行
い,そ れに基づ く表現活動が行われるよう配
慮す る必要がある」 とあるように,博 物館や
郷土資料館等の活用を取 り上げ,地域学習(郷
土学習)に 重きをおいていることをより鮮明
に打ち出している。
2)東 京都教育委員会の指導
次 に,東 京都教育委員会では,社 会科の指
導計画作成にあた りどのような指導が行われ
ているのであろうか。東京都教育委員会が編
集 した 『東京都公立小学校 教育課程編成基
準・資料』(1991)の社会科指導計画作成上の
配慮事項 をみると,
?
?
?
?
?
学校の教育目標 との関連
児童,学校及び地域の実態把握
基礎的 ・基本的事項の明確化
系統的,発展的な指導の工夫
の4つ があげられている。このうち2の 児童,
学校及 び地域の実態把握では,
(1)児童の実態把握
(2)学校,地 域の実態把握
とに分け,(2)では,社 会科の学習では地域の
社会的事象を教材 として取 り上 げ,そ れを観
察や調査活動な どの対象 とするとして以下の
ように整理 している。
ア 学校や地域の地理的環境は どうなってい
るか。
イ 地域にはどのような公共施設があるか。
ウ 地域の人々の生活や産業にはどのような
様子が見 られるか。
工 地域にはどのような人材がいるか。
オ 地域にはどのような遺跡や文化財が残 さ
れているか。
力 地域などとはどの ような結び付 きがみら
れるか。
加 えて,社 会科学習にかかわる資料について
は,そ の管理や活用の状況を把握 し,各 学年
の学習指導に有効に活用で きるように整備し
てお くように指導している。
では,具 体的に各学年の年間指導はどのよ
うに配慮 されているのであろうか。第3・4・
5・6学 年 とも,基本的な内容 は,当 然の事
なが ら1)で述べたように文部省の 『小学校学
習指導要領』の指導を受けて構成されている
が,第3学 年 は郷土(葛飾区),第4学 年は東
京都,第5学 年は日本 と対象とする範囲が明
確に分けられ,第6学 年では日本の歴史 と政
治を取 り扱 うようになっている。特に,第6
学年では人物や文化遺産を取 り上げる指導が
なされ,(社会科)学習活動の工夫に当たって
は,地 域の博物館や郷土資料館の活用,遺 跡
や文化財などの観察や調査 なども十分配慮す
るように指導 している点は注目されよう。
3)葛飾区での社会科学習指導
平成4年に葛飾区教育委員会でまとめられ
た『小学校教育課程編成資料集一 社会一 』
では,文部省の 『小学校学習指導要領』と東
京都教育委員会が編集した 『東京都公立小学
校 教育課程編成基準 ・資料』の指導にそっ
て具体的な指導計画例をあげながら解説を行
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単元1わ た したちの町にあるみんなで使うしせつ(18時間)
3 単元2わ た したちの区のようす(20時 間)
学 単元3わ たしたちの区のくらしと商店街(21時 間)
年 単元4わ たしたちの区の人々のしごと(21時 間)
単元5葛 飾区の人々のくらしのうつりかわり(25時 間)
単元1住 みよいくらし(19時 間)
4 単元2安 全なくらし(19時 間)
学 単元3東 京のまちをたずねて(16時 間)
年 単元4豊 かな東京のまちづくりをめざして(18時 間)
単元5わ たしたちの国土 と各地のくらし(33時 間)
単元1わ たしたちの くらしと食料生産(31時 間)
5
学年
単元2わ たしたちの くらしと工業生産(33時 間)
単元3わ たしたちの くらしと運輸 ・通信(26時 間)
単元4わ たしたちの住む国土(18時 間)
6 単元1日 本の歴史 を築いた人々(77時 間)
学 単元2わ たしたちの くらしと政治(13時 間)
生 単元3世 界の中の日本(15時 間)
っている。各学年と単元 は別表の通 りである。
これらの単元のなかで,第3学 年の単元5
「葛飾区の人々の くらしのうつ りかわ り」と第
6学年単元1「 日本の歴史を築いた人々」は
指導計画作成 をする上で博物館の利用 を明記
している。 この2つ の単元のなかで博物館の
利用や地域の文化財 をどのように取 り扱 うよ
う指導しているのか,内 容をもう少 し詳 しく
紹介 してみよう。
第3学 年の単元5「 葛飾区の人々の くらし
のうつ りかわ り」では,(1)むかしさが し,(2)
葛飾区の人々の くらしのうつ りかわ り,(3)む
か しからつづいている楽しいまつ りの3つ の
項目が設定されている。第3学 年 は先にも述
べたが,葛 飾 という地域 を対象 としており,
葛飾 という地域 を紹介 した副読本 を利用 した
授業が行われている。第3学 年の学習展開を
行 う場合,具 体的な資料 を入手できない学校
は地域の博物館の見学をしてその活用をはか
るように指導 している。 また,博 物館の利用
は,教材 という面だけではな く,子供連が身
近なところに在 る昔のものを観察 した り調べ
た り,それ らを資料 としてどう活用できるか
などの教育的な効果をも考慮 した指導がなさ
れている。
第6学 年単元1「日本の歴史 を築 いた人々」
は,「日本のあけぼの」「栄 える貴族」「武士の
かつや く」「江戸時代の政治 と文化や学問」と
4つの中単元が編 まれている。このうち 「日
本のあけぼの」に限って,身 近にある遺跡 ・
文化財,博 物館の活用が述べられている。遺
跡や遺物・文化財を調べて年表にまとめた り,
当時の日常生活や他地域(こ の場合 は日本 と
大陸)と の関係を考えさせた りする。
3学 校教育 と博物館 との関係
1)学 校教育 と博物館
博物館 と学校教育 との連携 は,言葉上は,
「教育」という面で強い関係 を潜在的に意識 さ
せるが,昨 今,社 会教育 と学校教育 との関係
がしきりに問題意識 されているように生涯教
育 と学校教育同様,実 態 としては有機的で立
体的な結び付きば育 まれてはいない。 もっと
も,社会教育の場合 は日常生活 との関連性か
ら博物館 に比べ関係 の調整 がはか られてい
る。
従来の学校教育 と博物館の在 り方はどのよ
うな ものであったのだろうか。学校教育は,
義務教育の確立 とともに地域の教育機関 とし
て施設 ・人材 とも整備 されてきた。一方博物
館は,.昭和24年制定の社会教育法において,
博物館の主要任務が社会教育であることが明
記 されているように,学 校教育 とは別に位置
付 けられ発展してきた。学校教育か らすれば
博物館は,行 って ・見るところであり,全面
的に博物館資料 を教材 として活用したり,ま
た,博物館か ら提供 されることも少なかった。
これには大きく3つの要因が指摘できる。
1.学 校における教育 目的にそった授業 と博
物館資料である 「もの」による実物教育 と
の教育観の相違
2.身 近な博物館が少ない こと
3.博 物館の利用方法が学校関係者 に理解さ
れていない
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ことが考 えられる。1は 従来からよくいわれ
ていた ことであるが,博 物館側か らは実物教
育 を強調することで,学 校教育 を知識偏重 と
批判的に見据 えて しまった り,学校側の教科
教育課程の指導状況への配慮が足 りなかった
ことがあげられる。
2は国や県 レベルの博物館はあっても,地
域に根差 した身近な博物館が少ないため,学
校側が連絡が取 りに くかった り,学校の所在
す る限定 された地域の情報が十分でないこと
が考えられたが,最 近の博物館建設ラッシュ
はこの問題 を緩和す る方向にある。
3は何 も学校教育だけでな く博物館を利用
する側である国民 も含め,博 物館 をどのよう
に利用するのかよく理解 されていない。以前
学校で見学 した場所 とか,ち またでは 「博物
館行 き」 という言葉が言い習わ されているよ
うに実用品ではない稀少性の高い物の保存施
設 とい う意味合いなど非 日常的な場所 として
博物館をとらえる傾向がある。 このようなイ
メージの払拭は,健 全な博物館活動を運営す
るためにも博物館の取 り組むべ き大きな問題
である。
2)生 涯教育 と学校教育
博物館 も含めた社会教育 と学校教育の関係
を見 るために,葛 飾区での生涯教育 と学校教
育 との事例 を紹介してみたい と思う。
現代社会は,高 齢化社会を迎 え,定年や労
働時間の短縮などによる自由時間の拡大 は,
学校で学んだ ことだけでな く,生涯を通 して
学習で きる場 ・機会の提供が行政に対 して望
まれている。
葛飾区では,平 成2年 にこれか らの葛飾像
を描 いた基本構想計画(レ インボープラン)
が策定 されている。基本 目標 として3つ あげ
られているが,そ のひとつに 「豊かな区民文
化 を創造 しはぐくむまち」 として 生涯学
習 とふれあい が取り上げられている。最
近,各 地の教育委員会の組織変更がされてい
るが,葛 飾区も例に漏れず,平 成4年 教育委
員会の指導室,学 校教育,社 会教育,社 会体
育課 を学校教育部(指 導室,学 校教育)と 生
涯学習部(社会教育=生 涯学習課に名称変更,
社会体育課)の2部制 に組織替 えされたの も,
ある面でそのような時代の欲求を反映 したも
のであろう。
基本構想における将来の目標 として,「区民
一人ひとりが生涯を通 じて,充実 した生活 を
過ごせ るよう,学校教育の基礎の上 に各人の
責任 と自由な選択の もとで学習 し,生涯 を通
して自己の個性 と能力を最大限に発揮できる
ような生涯教育の実現」をその目標 に掲げて
いるが,こ の文言か らも葛飾区が小 ・中 ・高
の学校教育 を生涯学習の基礎 として位置付 け
てい ることが理解で きる。生涯学習の施策
は,〈生涯学習推進体制の整備〉〈学校教育
の改善 ・充実〉〈学校 と社会 との連携〉の大
きく3つの柱からなってお りさらに細かく体
系 としてまとめられている。 これを見るとか
な り学校教育 と生涯教育 との連携 を意識 した
ものであることがわか る。では,博 物館に関
わる事業 をそのなかか ら抜き出 してみると,
「社会教育活動の推進」としてあげられた学習
情報の提供 および相談体制の整備,歴 史 ・文
化情報の提供 と学習機会の充実のなかにプラ
ネタリウム事業の推進 と移動博物館等の実施
があるが,博 物館 と学校教育 との連携を具体
的に意識 したものはない。
もう少し具体例 を示 して生涯教育 と学校教
育 との関係 を探 って みたい。生涯学習部が
小 ・中学校の新任教頭研修会で,こ の問題 を
取 り上 げた資料がある。
1.社 会教育に対する学校教育の開放
A物的機能の活用(① 体育館,校 庭,プ ー
ル等の開放,② 教室,特別教室,図書室,
会議室の開放,③体育用具,視聴覚器材,
楽器等の貸与)
B人的機能活用(① 児童・生徒の社会参加,
②教師の地域活動への参加)
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2.学 校教育 に対する社会教育の開放
A物的機能 の活用(① 社会教育施設等の学
校教育への活用,② 学校教育の学習活動
に博物館,図 書館等の活用)
B人的機能活用(① 地域の人材 を学校教育
に活用)と に整理している。
社会教育の支援者 としては,学 校(物的)・
教師(人 的)が あげられている。学校教育の
支援者 としては,物 的なもの として博物館 を
含めた社会教育施設等 とあげ,人 的な ものと
して,古 老や郷土史家 と地域の人材 をあげて
いるが,社 会教育主事や学芸員の名 は見 られ
ない。 このことは,学校教育 と生涯教育,ま
たは,学 校教育 と博物館の問題を考える上で
重要な視点 となろう。
3)郷 土 と天文の博物館での学校 との連携
郷土 と天文の博物館は平成3年7月 開館 し
た誕生 して間 もない博物館である。郷土 と天
文 と冠 しているように,2階 は郷土展示 と特
別展示室,3階 以上は天文展示 とプラネタ リ
ウム,太 陽望遠鏡 と25mm屈折クーデ式天体
望遠鏡が備わった天体観測施設がある。本館
では,学校教育担当の嘱託の職員が配置 され,
学校や教育委員会の指導室との調整がはから
れている。小学校 の博物館見学は,学 校によ
ってさまざまなケースがあるが,お お よそプ
ラネタリウムでおこなう理科の学習投影が60
分,郷 土展示等の見学が30分という時間配分
となっている。郷土学習を目的として来館す
るケースがない訳ではないが,実 際は多 くの
場合,学 習投影 を見 る目的で来館するので,
時間調整的にその他の見学が組み込 まれるよ
うである。理科の学習投影については,事 前
に学校教育 と本館の学校教育担当 との間で博
物館利用の指導 ・助言や日程の調整が はか ら
れた後,投 影担当の天文学芸員 と内容 につい
ての打 ち合わせが行 われ ることにな ってい
る。なお,小 学校 と博物館 との行 き来 をする
移動教室のバ スは,教 育委員会の指導室によ
って予算化 されている。
このように,小学校 と本館 との連携 は,理
科学習では積極的に進められているが,社 会
科では 『はくぶっかんたんけん』,『見学のポ
イン ト』な どの郷土学習を扱ったプ リン トが
用意された り,い くつかの小学校から地域学
習の教材 についての問い合わせがあるが,副
読本でまかなってしまうためか,ま だまだ十
分活用 されていないのが現状であろう。
4問 題点 と問題解決へのい くつかの提案
1)小 学校社会科側の問題点
文部省では,社会科の教科のなかに地域学
習に重 きを置いた指導を行 っており,そ の学
習には,博 物館や地域の文化財,遺 跡を教材
として活用するように奨励 している。東京都
で も同じ様 に,第6学 年の歴史授業では,博
物館や地域 の文化財,遺 跡などの観察や調査
な どを十分配慮す るよう指導がなされてい
る。葛飾区で も,第3学 年 に博物館見学,第
6学年では 「日本のあけぼの」の中単元で博
物館や地域 の文化財 ・遺跡などの活用が明記
されている。
このように小学校社会科教科の指導目標 と
して,地 域学習 に重要な位置付けがなされて
いる。 その地域学習の教材 として博物館や文
化財,遺 跡を活用するように指導 され,主 に
該当する学年は,第3・6学 年 を対象 として
いる。小学校社会科教科側か らは,文 言的に
は博物館等の活用が強 く打ち出されていると
いってよい。 しかし,そ の活用方法について
は,ど うも 「行 って ・見 る」 という従来の博
物館の活用の範囲で,博 物館資料 をどう活用
するか という具体性に欠けている。
これは2の1)でも指摘 したが,博 物館の利
用方法が学校教育関係者 に知 られていないこ
とに原因があろう。言葉 を変えれば,博物館
は小学校社会科学習にどれだけ有効活用でき
るかが知 られていないのである。博物館 は常
設展示をしているが,そ れ以外 にも収蔵庫に
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多 くの多種多彩な郷土資料を保管 している。
また,博 物館は 「物」だけではなく,地域史
に関わ る様々な情報 を蓄えてお り,「物」や「情
報」が博物館資料なのである。まさに博物館
は地域の情報箱なのである。
現在では,か つての稀少性の高い 「物」資
料 を保管 ・管理 していた博物館 とは異なる,
新 しい博物館が構築 されてきている。竹 内順
一氏 は過去の博物館像 と新 しい博物館像 とを
「博物館の三つの世代」 として整理 している
が,ど うも学校教育側のポジションは,博 物
館 を第一世代 または第二世代の博物館像で見
ているため,十 分に博物館を利用で きないで
いるのである。
2)生 涯教育 ・博物館側の問題点
生涯教育 を推進す る行政側の問題点 も,じ
つのところ1)と同 じく博物館を第一世代 また
は第二世代の博物館像で見ていることに問題
がある。また,生 涯教育 と学校教育の連携の
なかで,社 会教育の支i援者 として,学 校(物
的)・教師(人 的)を あげているが,学 校教育
の支援者 としては,博物館等の社会教育施設
(物的)・地域の人材(人 的)と して,社 会教
育主事や博物館学芸員が登場 してこない。博
物館 を単なる場 としてのみの提供だけでは,
後述するが,せ っか くの博物館資料を活かす
ことはできないことは明 白である。
博物館側の問題 としては,逆 にどのような
博物館資料があ り,どのように利用で きるか
を学校教育側に提示す る作業が十分なされて
いなかった。 また,社 会科教科の指導状況 を
把握 していないな どの問題点をあげることが
で きる。
3)学 芸員の役割
ここで今 まで見てきた問題点 と学芸員 との
関わりを述べてみたい。
もともと学芸員は教育普及活動 を通 じて,
教育者 としての役割を有 している。日常の博
物館活動 は,地域の人に自分たちの住んでい
る地域 を知ってもらうために展示の企画や発
表会などを準備 し,開催 している。 これを学
校教育に例 えると,学校が博物館であ り,生
徒が地域住民の方,そ して,教 師が学芸員,
教材が博物館資料 を中心 とした 「物」や 「情
報」,授業が企画展示・発表会等 と整理で きる。
博物館での学習投影を例にとって も,プ ラネ
タリウム ドームが教室であ り,解説する天文
学芸員が教師の役割 を果たしてい る。
博物館資料は多分に専門性 を有するものが
多 く,最新の情報 も学芸員によって整理蓄積
されている。博物館資料は,学 芸員によって
はじめて有効活用 されるのであって,博物館
資料に様々な情報 を付加す ることにより,地
域学習の教材 として生まれ変わることができ
る。博物館資料などの地域の教材を学校教育
に提供す るには,学芸員 というファクターが
必要不可欠な存在なのである。学校教育 と博
物館の連携 をはか るには,学芸員の役割は重
要であり,また,そ れが学芸員としての責務
と思われる。
4)い くつかの提案
個人的には,事 例紹介した社会科の歴史授
業の打ち合わせを通 じて,学 校教育への理解
不足を感 じることが多 くあったし,学校教育
ではまだ まだ博物館を利用 しきれていないこ
とも知ることがで きた。そのようななかで学
校教育 と博物館の連携の在 り方をいくつか模
索 してみたのが以下の項目である。
(1)博物館資料 を使った授業の実施
河合先生の研究授業 は,地域教材の開発 と
いう観点か ら博物館資料の有効性 を探ろうと
したものであった。それも遺物 という「物的」
なものだけではな く,学芸員 という 「人的」
な活用をもはかろうとした点で,新 しい学校
教育 と博物館の連携を示した事例 として評価
される。 このような試みは,他 の都道府県で
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は行われているかもしれないが,葛 飾区にお
いては初例 として位置付けられる。 この よう
に学芸員が学校の教室へ出ていくことは,直
に子供連 と接することができ,子供連が何 を
考え,何 に対して興味を抱いているかを知 る
ことがで き,今後の博物館活動を展開する上
で有益であった。
例えば,こ の ような授業 を,歴史の単元が
はじまる前 に実施することによって,歴 史は
教科書の中だけではなくて,身 近になること
を理解させ,歴 史 に興味を持たせることもで
きよう。 また,今 回のような武士の時代でな
くとも,博 物館には古代から中世 ・近世に至
る考古資料があり,ど の時代について も葛飾
での暮 らしぶ りを表現することができる。何
も考古資料でなくとも,民具なども効果的な
教材 となろう。実際に手で触れることができ
ることが,子 供連 には重要なのである。
(2)学校教育用の教材 として博物館資料の目
録の作成
例えば千葉県流山市立博物館で作成 してい
る学校教育の教材用 としての資料 目録のよう
に,社 会科 カリキュラムに合わせた博物館資
料の目録作 りが必要である。
(3)副読本への情報提供
副読本 は区史 を参考にま とめ られてい る
が,こ こ数年の博物館による調査研究活動な
どによって,郷 土の歴史についての情報量は
区史1巻 分では収 ま りきらない膨大なもの と
なっている。新 しい事実が判明 した り,従来
の説 を修正せざるを得ない事例 も出てきた。
単に写真資料などの提供だけではな く,これ
らの情報 を提供する必要がある。
(4)教師の郷土歴史の研修
新任教師や異動 してきた教師に対 して,博
物館で葛飾 区の歴史 の研修 を受 けていただ
き,地 域学習に活かして もらう。
(5)教育委員会指導室 ・小学校 ・博物館の連
絡会 を実施
上記の項目を実際行 うにも,小学校側 と博
物館側 との相互の連絡が必要不可欠である。
(1)～(4)を実施するためにも,事前に教育委員
会指導室 と小学校 と博物館の三者による連絡
会の実施が望 まれる。
おわ りに
今回は小学校社会科教科を例に学校教育 と
博物館 との関係 を考えてみた。博物館を有効
利用できない一番の問題は,学 校教育側 も,
生涯教育 を推進する側からも,博物館像を旧
態前のままで見ていることであることを述べ
た。学校教育 と博物館 との連携 をはかるには,
学芸員のポジションは重要であり,学校教育
と博物館 をつな ぐ役割を担っている。 また,
学校教育 と博物館が十分な連携関係 を有する
には,相 互に連絡 しあえる機会や場が望 まれ
る。相互の関係の確保は現在イメージされて
いる博物館像 とは違った新しい「身近」で「ひ
らかれた」博物館像を子供達に印象付け,こ
れか らの博物館活動を行ってい く上で好 まし
い環境づ くりが可能 となろう。
最近では週休2日 制の導入によって博物館
の重要性が高 まっている。博物館活動を発展
させ育んでい くためにも,学校教育 と博物館
との具体的な関係を図ることが急務 といえよ
う。
文末に際 し,こ のような問題 を考える機会
を与 えて くださった,葛 飾区立中青戸小学校
鈴木洋一郎校長先生,同 校6年2組 担任の河
合宏和先生,明 治大学熊野正也先生,ま た,
郷土 と天文の博物館館長 ・副館長 をはじめ青
木更吉氏,葛 飾区教育委員会学校教育部指導
室,同 生涯学習部松丸芳夫 ・林由紀夫氏から
資料の提供やご教示いただいた。 ここに記し
て感謝申し上 げる次第である。
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AnElementarySchoolClassofSociesStudie8inmuseum;ACaseStudy.
TANIGUCHISakae
Thispaperisarepρrtofaschoolclassinourmuseumandapreliminarystudyaroundthe
problemeofthecooperationforchildren'seducationbetweenschoolsandmuseums.
NowinJapan,theycan'testablishthecooperationmethodandthoryforeducatingschool
childrenamongthem.Almostschoolteachersandthemembersoftheboardofeducationdonot
knowwhatmuseumsarenowandhowtousethem.Ontheother,almostmuseumsdonotgive
positiveproposaltousethemuseumsforschoolclasses.
ForGakugei-in(museumprofesion)andschoolteacher,itisacurrentproblemtoseekthe
cooperationmethodandtheoryforeducatingschoolchildren.
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